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我が家の

シリーズ

お陽
ひ

さまお陽
ひ

さま
　叶水小中学校（大河原敦校長）の収穫祭が、10月20日、
同校で行われました。これは、学校創立140周年記念行事
として実施されたもので、児童・生徒が田植え、稲刈りを
したもち米でおもちを作り、先生や家族と一緒にいただき
ました。みんなで食べるおもちの味は格別でした。

～待ちに待った収穫祭～
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地
域
高
規
格
道
路
は
、
地
域
の

広
域
的
な
交
流
や
連
携
の
促
進
を

目
的
に
整
備
さ
れ
る
道
路
で
す
。

　

既
存
の
一
般
国
道
や
高
速
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
と
連

結
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
目

的
地
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
縮
さ

れ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
産
業

経
済
活
動
が
活
発
化
す
る
と
と
も

に
、通
勤
圏
、経
済
圏
、レ
ジ
ャ
ー

圏
が
広
が
り
、
定
住
人
口
と
交
流

人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
専
用
道
路
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車

や
歩
行
者
と
の
事
故
の
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ほ
か
に
も
、
交
通
事
故
や
自
然

～新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会　小国大会が開催～

　
地
域
高
規
格
道
路
と
し
て
、
新
潟
県
下
越
地
域
と
山
形
県
置

賜
地
域
を
結
ぶ
「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
」
の
建
設
は
、
沿

線
地
域
の
活
性
化
や
経
済
発
展
、
さ
ら
に
は
緊
急
時
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、10
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
、

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
小
国
大
会
の

様
子
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

災
害
な
ど
の
際
に
は
、
医
療
機
関

へ
の
搬
送
時
間
の
短
縮
や
国
道

１
１
３
号
を
補
完
す
る
な
ど
、
緊

急
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

機
能
も
兼
ね
備
え
ま
す
。

　　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
は
、

日
本
海
東
北
自
動
車
道
の
荒
川
胎

内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
東
北

中
央
自
動
車
道
の
南
陽
高
畠
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
を
約
１
時
間
で

結
ぶ
延
長
約
80
㎞
の
地
域
高
規
格

道
路
で
す
。

　

ま
た
、
新
潟
市
と
仙
台
市
間
を

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ぶ
最
短
ル
ー
ト
と
な
り
、
約
２
時

間
20
分
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
に

地
域
高
規
格
道
路
と
は

希望と命をつなぐ道路

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

　
　
　
　

形
成
す
る
路
線
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ど
を
含
め
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
路
線
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

山
形
県
側
に
お
い
て
は
、
赤
湯

バ
イ
パ
ス
（
南
陽
市
竹
原
か
ら
高

畠
町
深
沼
間
の
延
長
７
・
２
㎞
）

が
、
平
成
21
年
３
月
に
全
線
供
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
３
月
に
「
整

備
区
間
」（
調
査
区
間
の
さ
ら
な

る
調
査
促
進
と
事
業
着
手
に
向
け

て
各
種
手
続
き
や
予
備
設
計
な
ど

を
進
め
て
い
く
段
階
）
に
指
定
さ

れ
て
い
た
梨
郷
道
路
（
長
井
市
今

泉
か
ら
南
陽
市
竹
原
間
の
延
長

７
・
２
㎞
）
は
、
今
年
度
か
ら
本

格
的
な
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

新
潟
県
側
に
お
い
て
は
、
荒
川

道
路
（
村
上
市
南
新
保
か
ら
同
市

坂
町
間
の
延
長
３
・
６
㎞
）
が
、

平
成
21
年
３
月
に
全
線
供
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
９
年
に
事
業
着
手

し
て
い
た
鷹
ノ
巣
道
路
（
関
川
村

下
川
口
か
ら
同
村
片
貝
間
の
延
長

５
・
０
㎞
）
は
、
平
成
21
年
３
月

か
ら
事
業
の
一
部
が
凍
結
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
22
年

《新潟山形南部連絡道路の計画図》

６
月
に
事
業
再
開
が
決
定
し
、
現

在
は
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
町
か
ら
関
川
村
間
の
延
長
12

㎞
に
つ
い
て
は
、
平
成
11
年
12
月

に
「
調
査
区
間
」（
ル
ー
ト
選
定

や
整
備
手
法
な
ど
の
調
査
を
進
め

る
段
階
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
進

展
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
態
が
続

い
て
お
り
、
整
備
区
間
へ
の
早
期

格
上
げ
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設

の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
、
平
成

５
年
に
同
道
路
の
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
盛
田
信
明
小
国
町
長
が
同

盟
会
会
長
を
務
め
、
沿
線
と
な
る

山
形
、
新
潟
両
県
６
市
６
町
２
村

の
自
治
体
や
商
工
団
体
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
盟
会
で
は
、
７
月
と
10
月
の

年
２
回
、
国
や
県
な
ど
関
係
機
関

に
対
し
て
、
建
設
の
早
期
実
現
に

向
け
た
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い

整備が進む梨郷道路（上段）と鷹ノ巣道路（下段）

現
在
の
整
備
状
況

な
り
ま
す
。

　

平
成
６
年
12
月
に
は
、「
計
画

路
線
」（
整
備
を
進
め
て
い
く
た

め
の
基
礎
的
デ
ー
タ
収
集
や
路

線
全
体
の
整
備
計
画
等
の
検
討
段

階
）
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
新
潟

山
形
両
県
を
結
ぶ
交
流
機
能
を
担

う
と
と
も
に
、
日
本
海
東
北
自
動

車
道
及
び
東
北
中
央
自
動
車
道
な

沿
線
自
治
体
や
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
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東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
東
北

地
方
で
は
極
度
の
燃
料
不
足
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
小
国
町
で

は
、
石
油
製
品
の
供
給
基
地
で
あ

る
新
潟
県
が
近
か
っ
た
こ
と
に
加

え
、
小
国
町
石
油
組
合
員
内
で
製

品
を
や
り
取
り
し
な
が
ら
販
売
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
て
の

業
者
が
営
業
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
在
の
小
国
町
内
に

は
、
お
産
や
人
工
透
析
治
療
を
行

え
る
医
療
機
関
が
な
く
、
多
く
の

か
た
が
た
が
置
賜
地
方
や
新
潟
県

内
へ
足
を
運
ん
で
い
る
状
況
で

す
。
カ
ー
ブ
や
急
こ
う
配
が
連
続

す
る
国
道
１
１
３
号
を
通
っ
て
通

院
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。
よ
り
安
全
か

つ
短
時
間
で
通
行
可
能
と
な
る
新

潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
早
期
建

設
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
全
線

の
早
期
実
現
に
か
け
る
沿
線
住
民

の
熱
い
思
い
を
地
域
内
外
に
訴
え

る
た
め
、
２
年
に
１
度
、
住
民
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
10
月
14
日
に
本
町
の

町
民
総
合
体
育
館
を
会
場
と
し
て

「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
小
国
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
構

成
会
員
の
各
市
町
村
に
加
え
、
国

や
県
の
関
係
者
や
町
民
の
か
た
が

た
な
ど
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
国
土
交
通
省
道
路

局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
長
の

吉
岡
幹
夫
氏
に
よ
る
基
調
講
演
や

沿
線
地
域
住
民
４
人
に
よ
る
意
見

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
の

人
々
の
強
い
期
待
と
と
も
に
、
新

潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
整
備
に

対
す
る
必
要
性
と
重
要
性
が
あ
ら

た
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
大
会
宣
言
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
本
路
線
の

建
設
実
現
に
向
け
て
、
整
備
促
進

活
動
を
さ
ら
に
強
力
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

山形県石油協同組合
小国支部長　佐藤　靖彦氏

意
見
発
表

与
え
ま
す
。
ま
た
、
高
規
格
道
路

は
生
活
道
路
よ
り
も
事
故
発
生
率

が
低
い
の
で
、
安
全
面
に
も
効
果

が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
後
は
、
国
道
１
１
３
号
の
交

通
量
が
大
幅
に
増
加
し
、
日
本
海

側
か
ら
太
平
洋
側
に
入
る
た
め
の

貴
重
な
道
路
と
し
て
活
用
さ
れ
、

本
道
路
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
カ
ー
ブ
や
急

こ
う
配
が
多
く
、
特
に
小
国
町
周

辺
は
降
雪
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、

よ
り
快
適
性
や
安
全
性
の
高
い
道

路
環
境
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
新
潟
山
形
南

部
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
梨
郷

道
路
と
鷹
ノ
巣
道
路
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
次
は
、
梨
郷
道

路
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
調
査
区
間

に
指
定
さ
れ
た
小
国
区
間
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
整
理
を

進
め
て
い
く
段
階
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
交
流

人
口
を
拡
大
し
、
地
域
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
高
速

道
路
の
建
設
だ
け
で
な
く
現
道
の

中
で
も
走
行
性
の
高
い
部
分
と
つ

な
げ
な
が
ら
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

東
北
地
方
に
お
い
て
は
、
縦
軸

と
な
る
東
北
中
央
自
動
車
道
や
日

本
海
東
北
自
動
車
道
等
に
つ
い

て
、
各
地
で
事
業
化
が
決
定
さ
れ

る
な
ど
、
お
お
む
ね
整
備
の
方
向

性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、

こ
れ
ら
の
道
路
整
備
に
併
せ
て
、

横
軸
の
整
備
を
い
か
に
進
め
て
い

く
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
地
域

高
規
格
道
路
は
、
一
般
的
な
国
道

等
の
道
路
を
利
用
す
る
よ
り
も
早

く
快
適
に
目
的
地
へ
着
く
こ
と
が

で
き
る
こ
と
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
大
型
車
な
ど
通
行
目
的
が
メ

イ
ン
の
車
が
高
規
格
道
路
を
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
活
道
路

の
車
が
減
少
し
、
ど
ち
ら
の
道
路

も
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
排
気
ガ

ス
や
余
計
な
燃
料
消
費
を
減
ら
す

な
ど
、
環
境
面
に
も
良
い
影
響
を

基
調
講
演

国土交通省道路局企画課
道路経済調査室長
　　　　　吉岡　幹夫氏
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国
道
１
１
３
号
は
、
日
本
海
側

と
太
平
洋
側
を
つ
な
ぐ
重
要
な
路

線
と
な
っ
て
お
り
、
東
日
本
大
震

災
後
に
は
、
被
災
者
の
避
難
経
路

や
救
援
物
資
の
輸
送
路
、
さ
ら
に

は
太
平
洋
側
の
代
替
ル
ー
ト
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
災
害
発
生
の
危
険
性

が
あ
る
こ
と
や
冬
期
間
に
お
け
る

道
路
機
能
の
低
下
、
一
部
区
間
に

迂
回
路
が
存
在
し
な
い
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

途
切
れ
の
な
い
効
果
的
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た
め
に

は
、
縦
軸
と
な
る
東
北
中
央
自
動

車
道
や
日
本
海
東
北
自
動
車
道
の

整
備
に
加
え
、
横
軸
と
な
る
新
潟

山
形
南
部
連
絡
道
路
の
事
業
未
着

手
区
間
で
あ
る
小
国
関
川
間
の
整

備
促
進
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
構
成
市
町
村

は
も
と
よ
り
、
町
民
や
関
係
者
等

と
一
体
と
な
っ
て
、
同
盟
会
と
し

て
の
要
望
活
動
な
ど
、
関
係
機
関

な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、
整

備
区
間
へ
の
格
上
げ
と
早
期
の
事

業
着
手
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

コバレントマテリアル㈱
小国事業所参事　伊藤　徹氏

早
期
実
現
を
目
指
し
て

　

私
ど
も
の
事
業
所
で
は
、
製
品

の
搬
入
搬
出
や
商
談
な
ど
、
多
く

の
企
業
活
動
を
、
国
道
１
１
３
号

を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
３
年
に
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂

崩
れ
で
国
道
が
通
行
止
め
に
な

り
、
非
常
に
狭
い
林
道
を
通
り
怖

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
も
し
、
赤

芝
発
電
所
か
ら
鷹
ノ
巣
間
で
通
行

止
め
が
発
生
す
れ
ば
、
庄
内
や
福

島
ま
で
回
り
道
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
平
成
18
年
に
弁
当
沢

で
起
き
た
雪
崩
で
は
、
雪
が
国
道

を
埋
め
尽
く
し
た
様
子
に
ぞ
っ
と

し
ま
し
た
。通
行
止
め
に
な
れ
ば
、

社
員
の
通
勤
だ
け
で
な
く
、
相
手

先
や
お
客
様
に
と
っ
て
も
大
き
な

打
撃
と
な
り
ま
す
。
よ
う
や
く
鷹

ノ
巣
道
路
の
工
事
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
刻

も
早
く
、
災
害
に
強
い
安
全
な
地

域
高
規
格
道
路
を
整
備
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
21
年
４
月
、

大
塚
地
区
を
明
る
く
す
る
協
議
会

を
結
成
し
ま
し
た
。
小
学
校
通
学

路
の
安
全
点
検
や
防
犯
活
動
、
関

係
機
関
へ
の
整
備
要
望
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
将
来
の
地
区
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
川
西
町
か

ら
新
潟
市
ま
で
は
、
高
速
道
路
を

利
用
し
て
約
２
時
間
30
分
か
か
り

ま
す
が
、
こ
の
新
潟
山
形
南
部
連

絡
道
路
が
完
成
す
れ
ば
約
１
時
間

30
分
と
な
り
、
気
軽
に
海
水
浴
や

新
鮮
な
魚
介
類
を
買
い
に
行
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全
線

開
通
に
よ
り
、
日
本
海
側
と
の
交

流
拡
大
が
促
さ
れ
、
お
互
い
の
産

業
進
展
を
図
る
基
盤
が
整
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
発
展
や
振
興
の
た

め
、
関
係
機
関
の
か
た
が
た
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

荒
川
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
新

潟
市
と
山
形
市
を
結
ぶ
高
速
バ
ス

の
所
要
時
間
が
、
片
道
約
４
分
短

縮
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
が
企
画

し
て
い
る
ツ
ア
ー
の
中
で
も
、
国

道
１
１
３
号
を
利
用
し
て
東
北

各
方
面
へ
向
か
う
割
合
は
非
常
に

高
く
、
こ
の
路
線
が
重
要
な
観
光

ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
直
後
に
は
、
こ
の
区
間

の
高
速
バ
ス
利
用
者
数
が
２
倍
以

上
に
増
加
し
ま
し
た
。
た
だ
単
に

隣
県
と
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
交
流
エ
リ
ア
の
拡
大

規
模
は
無
限
大
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
道
は
生
き
物
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
新
た
な
道
路
が
１
本

開
通
す
る
こ
と
に
よ
る
沿
線
周
辺

へ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
経
済
交
流

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
新

潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
全
線
開

通
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

川西町大塚地区交流センター
センター長　梅津　敦氏

新潟交通㈱旅行部担当
執行役員　白井　保氏
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　大型機械での除雪が困難な歩道
や生活道路等を対象に、町の除雪
機械（ハンドガイド式小型除雪機
械35馬力）を貸し出します。

■対象道路
①町道その他町が管理する道路で、道
　幅の狭い１車線の道路又は歩道
②個人又は法人が管理し、不特定の一
　般交通の用に供されている道路等
■対 象 者
　町内に居住する２世帯以上で構成す
る任意団体又は町長が特に認める個人
又は法人。（除雪を業とされるかたに
は貸与できません）
■募集期間　
　平成25年11月１日㈮～平成25年11月15日㈮
■そ の 他
　申込件数が多い場合は、選考審査会
で審査し決定いたします。
■申込・問合先
　地域整備課（☎６２－２４３１）へ

を貸し出します除 機雪 械

■助成対象者
《抗体検査》抗体検査時において18歳から50歳ま
　でのかたで、次の項目に該当するかた
①妊娠予定または希望している女性（妊娠中や妊
　娠している可能性のあるかた、風しんにかかっ
　たかた、風しん予防接種を２回接種しているか
　たは対象外）
②妊娠している女性の夫及び同居家族（抗体価が
　十分であると確認できた場合は対象外）
《予防接種》抗体検査の結果、抗体価が十分でない
　と確認されたかた
■助成金額（町内医療機関で受診時は全額助成）
①抗体検査　７，０００円
②麻しん風しん混合ワクチン　９，５２０円
　風しんワクチン　６，５４０円
■受付日時　
　平成26年３月10日㈪まで
　平日　午前８時30分～午後５時
■申請・問合先　
　健康福祉課健康推進担当（☎６１－１０００）へ

風 し ん 予 防 接 種 費 用
の助成を行っています～ ～

災
害
時
の
行
動
を
確
認

小
国
町
総
合
防
災
訓
練

応急救護訓練炊き出し訓練 県警機動隊による負傷者救出訓練

火災防ぎょ訓練

　

小
国
町
総
合
防
災
訓
練
が
、
10

月
12
日
、
東
原
公
園
周
辺
と
消
防

小
国
分
署
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

震
度
６
弱
の
大
地
震
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
て
行
っ
た
今
回
の
訓
練
で

は
、
東
原
自
主
防
災
組
織
が
避
難

訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
、
炊
き
出

し
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、
山
形
県

警
機
動
隊
に
よ
る
救
出
訓
練
や
町

消
防
団
、
消
防
小
国
分
署
に
よ
る

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
総
勢
２
６
６
人
の
参
加
者

は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。



広報おぐに　2013.11

7

バ
ト
ン
を
繋
ぐ

　
盛
田
信
明

～町長室便り～
雨ニモマケズ⑬

まげにはさみを入れ
させていただいた高
見盛断髪式

町
立
病
院
に

齋
藤
裕
之
先
生
が
着
任

　

10
月
１
日
か
ら
、
町
立
病
院
内

科
に
齋
藤
裕
之
先
生
が
着
任
し
、

診
療
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
市
出
身
の
齋
藤
先
生
は
、

山
形
大
学
を
卒
業
後
、
山
形
大
学

付
属
病
院
や
山
形
県
立
中
央
病

院
、
公
立
置
賜
総
合
病
院
に
勤
務

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
専
門
は
消
化
器
内
科
で
す
。

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
た
め

に
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
丁
寧

に
診
察
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人 権 擁 護 委 員 に
宮崎宏夫さんを再任

　10月１日付けで、宮崎宏夫さん（町原）
が、人権擁護委員に再任されました。任
期は３年間です。

　人権擁護委員は、町が議会の同意を得
て候補者を推薦し、それを受けて法務大
臣が委嘱するものです。普段の生活の中
で困っていることがあれば、人権擁護委
員に気軽にご相談ください。また、町で
も、人権擁護委員による相談会を行って
おります。併せてご利用ください。（日
程はＰ14参照）

　人権擁護委員は次のかたがたです。
　　宮崎　宏夫　さん（町原）
　　伊藤　忠吾　さん（玉川）
　　伊藤　れい子　さん（叶水）
　　鈴木　惠子　さん（緑町）

地域の交流を深める
白沼地区感謝祭

　

10
月
６
日
に
、
東
京
の
両
国
国
技

館
で
「
高
見
盛
断
髪
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
見
盛
が
所
属
し
て
い
る

東
関
部
屋
は
、
平
成
16
年
か
ら
小
国

町
で
夏
合
宿
を
し
て
い
ま
す
。
最
初

の
年
は
、
私
が
商
工
観
光
の
担
当
課

長
の
時
で
し
た
。
今
年
が
ち
ょ
う
ど

10
年
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
先
代
の
東
関
親
方
の
元

関
脇
高
見
山
が
勇
退
し
て
現
親
方
の

元
幕
内
潮
丸
に
部
屋
が
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
角
界
随
一

の
人
気
力
士
高
見
盛
は
、
14
年
の
土

俵
人
生
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
夏

合
宿
な
ど
の
ご
縁
で
、
私
も
断
髪
式

に
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

で
あ
る
と
同
時
に
、
名
力
士
の
引
退

に
引
き
際
の
潔
さ
を
見
る
思
い
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

振
分
親
方
を
襲
名
し
た
高
見
盛

は
、「
こ
れ
か
ら
は
個
性
が
あ
っ
て

相
撲
も
強
い
力
士
を
育
て
た
い
」
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
世

も
ど
の
世
界
に
お
い
て
も
世
代
交
代

の
時
期
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
10
月
は
、
町
内
各
地
域
で
世

代
交
流
会
や
敬
老
祭
が
行
わ
れ
、
出

席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
の
高
齢
者
の
か
た
が
た
を
、
子
ど

も
た
ち
を
含
む
全
世
帯
が
地
域
を
挙

げ
て
お
祝
い
を
す
る
姿
に
熱
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を

一
生
懸
命
果
た
し
、
そ
の
バ
ト
ン
を

次
の
世
代
に
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
づ
く
り
の
原
点

は
人
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
発
展
と
町
民
の
幸
せ
づ
く
り

の
た
め
、
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
に

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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受
け
継
ぐ
技
と
地
域
の
伝
統

沖
小
歌
舞
伎
・
古
田
歌
舞
伎
合
同
公
演

　

今
年
度
で
閉
校
と
な
る
沖

庭
小
学
校（
小
杉
慶
子
校
長
）

の
沖
小
歌
舞
伎
と
古
田
歌
舞

伎
の
合
同
公
演
が
、
10
月
26

日
、
同
校
体
育
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
小
歌
舞
伎
は
、
同
校
で

の
公
演
が
最
後
と
な
る
こ

と
か
ら
、
全
校
児
童
が
舞
台

に
上
が
り
、「
白
浪
五
人
男
」

と
「
絵
本
太
功
記
」
を
披
露

し
、
４
月
か
ら
猛
練
習
し
て

き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
精
一
杯

演
じ
ま
し
た
。
続
い
て
、
古
田

歌
舞
伎
保
存
会
が
、「
弁
天
娘

女
男
白
浪
」
を
演
じ
、
熟
練
し

た
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
気
迫
の
こ
も
っ
た

演
技
に
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約

３
５
０
人
の
観
客
か
ら
は
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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若
葉
の
ふ
る
さ
と

　
　
　

協
力
隊
が
活
動
　

農
山
村
に
興
味
、
関
心
を
抱
く
若

者
が
、
受
け
入
れ
を
希
望
し
た
市
町

村
に
短
期
間
滞
在
し
活
動
す
る
「
若

葉
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
が
、
10
月

13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
５
日
間
、
町

内
各
所
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
本

町
を
訪
れ
た
隊
員
は
、
相
澤
彩
夏
さ

ん
（
宮
城
県
）、
今
井
達
也
さ
ん
（
千

葉
県
）、
金
井
将
之
さ
ん
（
群
馬
県
）

の
３
人
で
す
。

　

隊
員
は
、
現
在
本
町
で
活
動
中
の

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
２
人
と
と
も

に
、
キ
ノ
コ
採
り
や
肉
牛
の
世
話
、

つ
る
細
工
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
と
お
し
て
地
域
の
暮
ら
し

を
体
験
し
ま
し
た
。

新
小
国
小
学
校

　
　

ア
ク
セ
ス
道
路
が

　
　
　
　
　

一
部
供
用
開
始

　

新
小
国
小
学
校
ア
ク
セ
ス
道

路
工
事
道
路
部
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
通
行
規
制
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
。
総
合
セ
ン
タ
ー

や
町
民
総
合
体
育
館
へ
は
従
来

ど
お
り
通
行
、駐
車
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
新
小
国
小
学
校
前

ロ
ー
タ
リ
ー
部
の
完
成
（
11
月

12
日
予
定
）
を
も
っ
て
、
全
面

完
成
と
な
り
ま
す
。

小国駅

役場

ゆ～ゆ

町民総合
体 育 館

小国中学校

小国高校

消防小国分署

アスモ

町立病院

工 事 箇 所

　現在、上記　　　箇所の緑町６号線をはじめとする10路線で改良工事を行っており、終日片側
　交互通行となります。全箇所について、12月末日までの完成を予定しております。
　大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先：地域整備課（☎６２－２４３２）へ

（あけぼの）

（兵庫舘）小国小学校

小国大橋

赤坂橋

国道113号

横川 大沢川

小国警察署

町中心部の町道において
　　改良工事が行われています
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　小国小学校（長沼誠校長）の学習発
表会が、10月19日、同校体育館を会
場に開催され、児童の保護者など、た
くさんのかたがたが来場しました。
　学習発表会では、学年ごとに歌や踊
りの発表や、総合学習の成果を表現し
た劇などが披露されました。
　同校体育館で行われる最後の学習発
表会ということもあり、児童たちは、
感謝の気持ちを込めながら、日ごろの
学習の成果を発表しました。会場から
は、時折笑いが起こりつつも、大きな
拍手が送られました。

　町教育委員会が主催する地域学講座とし
て、田沢頭地区でかつて調理されていた祝い
膳を再現する取り組みが、10月19日、田沢
頭集落センターを会場に行われ、田沢頭地区
女性部のかたがた10人が参加しました。
　これは、「小国地方の郷土食と行事食」（小国
町開発研究会発行）という本に掲載された、
祝い事などの際に食されていた祝い膳を再現
しながらその工程を記録して、後世へ伝えて
いこうというものです。
　参加者は、するめえびや煮しめなど、昔つ
くられていた献立を忠実に再現しながら、お
膳に丁寧に盛り付けていました。

　白い森仙人講座が、すみれ保育園（五十嵐
友明園長）で開催されました。町教育委員会
と社会福祉協議会、老人クラブが主催する講
座で、今年度４回目の開催となります。
　今回は、「ふるさとあそび発見塾」と題し、
同保育園の園児たちがおじいちゃんやおばあ
ちゃんから昔あそびを教わりました。
　講座では、竹とんぼ、紙風船づくり、あや
とり、お手玉の４つのグループに分かれ、そ
れぞれの昔あそびを体験しました。園児たち
は、普段なかなかできないあそびに夢中にな
りながら、楽しい時間を過ごしました。

失われつつある行事食を後世へ
～田沢頭の祝い膳づくり～

感謝の気持ちを込めて学習成果を発表
～小国小学校学習発表会～

昔遊びを体験
～白い森仙人講座「ふるさとあそび発見塾」～
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　シリーズ ⑥

　現代の私たちには、選べる自由があります。「ギョーザが食べ
たい」と思ったときに、最も簡単な方法を選ぶと、食堂に行っ
て注文すれば食べることができます。自分好みのギョーザを食
べたいとすると、おいしいお肉と好きな具材を買ってきて、調
理すれば良い。安全にこだわったギョーザが食べたいとすると、
無農薬小麦や無農薬野菜を買うか栽培すれば良い。自分が目指
すもの次第で、選ぶものに違いがあります。
　小国での生活も半年が過ぎました。雪や虫、獣害などの大変
な面だけ見たときに、小国は都会と比べて楽に生きられる場所
ではないなと感じました。楽に生きることだけを目指したら、
小国での生活は厳しいものかもしれません。楽を目指すのか、
便利を目指すのか、自分らしい生きかたを目指すのか、選べる
自由はあります。楽に流されず、山や自然と直接関わってその
恵みを享受する小国の伝統が、いつまでも残ってほしいと思い
ました。

「選べる自由」

手作業での稲刈りに挑戦

濱 田　 裕 太
緑のふるさと協力隊

未来のための森づくり活動
～おきたま森の感謝祭2013～

おじいちゃんおばあちゃんと一緒に
～放課後子ども教室「まご楽校」～

　放課後子ども教室「まご楽校」が、10月10
日、旧北部小中学校を会場に開催されました。
これは、休校日を利用して、北部地区のまご
支援隊の皆さんの協力をいただき実施したも
ので、今年度２回目の開催となります。　
　当日は、北部地区の小中学生11人とまご支
援隊８人が一緒に芋煮作りをしました。また、
ポーセラーツ（食器などにさまざまな模様の転
写紙などを貼って装飾するもの）、カローリ
ング（室内で行うカーリング）などを、おじい
ちゃんおばあちゃんと一緒に体験しました。

　おきたま森の感謝祭2013が、９月28日、
白い森交流センターりふれで開催されまし
た。これは、山形県と町、置賜林業推進協議
会が共催して、置賜地域の豊かな自然に感謝
しながら森づくり活動を行うものです。当日
は、本町の小学生、置賜各町の緑の少年団や
関係者等約350人が参加しました。
　オープニングイベントでは、小国高校吹奏
楽部の演奏や参加代表者によるオオヤマザク
ラの苗木植栽、遊歩道への木質チップ敷きな
どが行われました。この他、会場には、高性
能林業機械やチェーンソーアートの実演、木
工やつる細工の体験コーナーなどが設けら
れ、多くの人でにぎわっていました。
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お知らせコーナー

　

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
終
了

ま
た
は
修
了
見
込
み
の
か
た

（
②
は
平
成
26
年
３
月
卒
業
見

込
み
含
む
）

■
受
付
期
間

　
11
月
５
日
㈫
か
ら
11
月
25
日
㈪

■
試
験
日　

12
月
上
旬

■
申
込
・
問
合
先　

さ
い
わ
い
荘

（
☎
62
‐
３
８
２
１
）
へ

■
採
用
予
定
人
数　

１
人

■
受
付
期
間
　
11
月
１
日
㈮
か
ら

11
月
19
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
（
土
、
日
、
休
日
除
く
）

■
試
験
日　

11
月
30
日
㈯

　

い
ろ
い
ろ
な
鍋
が
出
品
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
食
べ
比
べ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
10
日
㈰

　

午
前
11
時
30
分
販
売
開
始

■
場
所　

ア
ス
モ
西
側
駐
車
場

■
そ
の
他　

餅
ま
き
大
会

■
問
合
先　

鍋
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
小
国
町
商
工
会
内
☎
62
‐

４
１
４
６
）
へ

　
「
地
域
文
化
学
」
研
究
の
成
果

を
各
班
ご
と
に
生
徒
た
ち
が
発
表

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
19
日
㈫　

　

午
後
１
時
20
分
か
ら
午
後
３
時
10
分

■
場
所　

小
国
高
校
体
育
館

　

小
国
高
校
で
行
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
成
果
を
生
徒
が
発

表
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
㈮　

　

午
後
６
時
15
分
か
ら
午
後
７
時
30
分

■
場
所　

総
合
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
問
合
先　

小
国
高
校

　
（
☎
62
‐
２
０
５
４
）
へ

　

小
国
町
食
生
活
改
善
推
進
員
が

講
師
と
な
り
、
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
食
・
運
動
に
関
す
る
講
話
、

調
理
実
習
、軽
体
操
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
㈮　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
森

の
ホ
ー
ル

■
申
込
期
限　

11
月
14
日
㈭

■
申
込
先　

健
康
福
祉
課
へ

　

成
年
後
見
制
度
の
内
容
と
市
民

後
見
活
動
に
つ
い
て
研
修
会
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
14
日
㈭　

　

午
後
１
時
20
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
風

の
ホ
ー
ル

■
申
込
期
限　

11
月
８
日
㈮

■
申
込
先　

健
康
福
祉
課
へ

■
職
種
及
び
人
員

　

①
看
護
師
（
正
職
員
）
若
干
名

　

②
介
護
員
（
臨
時
職
員
）
若
干
名

■
受
験
資
格　

　

①
看
護
師
資
格
を
有
す
る
か
た

《
小
坂
町
勤
労
者
住
宅
》

　

２
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

３
３
，
０
０
０
円

■
対
象　

町
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
か
た

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

11
月
12
日
㈫

■
入
居
時
期　

11
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
室
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

募
集

町内の空間放射線量を
お知らせします。

～いずれの場所の数値も
　人体に対して影響のない水準です～

■10月23日㈬の空間放射線量

※測定値は地上から50㎝の高さの値で、単位
　は１時間あたりのマイクロシーベルトです。

■問合先　町民税務課町民生活担当へ

測定場所 測定値 
（µSv/h）

旧北部小中学校　グラウンド 0.06
沖庭小学校　グラウンド 0.06
旧小玉川小中学校　グラウンド 0.06
旧玉川小中学校　グラウンド 0.06
小国小学校　グラウンド 0.10
小国中学校　グラウンド 0.06
叶水小中学校　グラウンド 0.06
旧伊佐領小学校　グラウンド 0.07
旧白沼小中学校　グラウンド 0.06

ご
案
内

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ

（
繋
ぐ
）
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

さ
い
わ
い
荘
職
員
採
用
試
験

成
年
後
見
制
度
研
修
会

小
国
高
校
地
域
文
化
学
研
究
発
表
会

西
置
賜
行
政
組
合
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　

お
い
た
ま
荘
職
員
採
用
試
験

第
11
回
お
ぐ
に
鍋
ま
つ
り

小
国
高
校
活
動
報
告
会

■
問
合
先　

　

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
（
☎

88
‐
４
３
３
６
）
へ
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■���
日
　
時　

11
月
５
日
、
12
日
、

19
日
、
26
日
（
子
育
て
講
座
・

雑
穀
料
理
教
室
）
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■�

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■�

日
　
時
　
11
月
７
日
、
14
日
、

21
日
、
28
日　

い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所　

お
ぐ
に
保
育
園

■�

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
日
　
時　

11
月
14
日
、
28
日

　

午
後
1
時
～
午
後
3
時
30
分

■
場
　
所　

お
ぐ
に
保
育
園

■�

対
象
者　

生
後
4
カ
月
か
ら
18

カ
月
の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
日
　
時　

11
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
12
時

■
場
　
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容　

良
い
歯
の
表
彰
、
マ

ジ
ッ
ク
、
だ
が
し
や
楽
校
な
ど

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
入

学
前
の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　11月29日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成25年７月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　11月29日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成24年11月生まれ
　■２歳児歯科健診
　・期　　日　11月13日㈬
　・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　平成23年３月、４月、
　　　　　　　５月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参く
　　　　　　ださい。
４．問合先　健康管理センターへ

11月の
保健カレンダー

　右の表は10月24日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国
町をおもな就業先としている求人情報
です。既に雇用が確定している場合も
ありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

今月の納税 ２０１３.１1

※今月は、10月以降に登録された求人を掲載しています。

今月の出前町長室　14日㈭ 17：00～19：00、26日㈫ 10：00～12：00　
【アスモ街なか情報ステーション】　※日程が変更になる場合は、アスモ掲示板でお知らせします。

shiroimori@town.oguni.yamagata.jp  0238（62）2611町長室専用メール 町長室専用FAX

事 業 所 名 職　　種 求人数 勤 務 時 間
医 療 法 人 社 団　
緑 愛 会 満 天 の 家 介護職（交替制） １人 7：00～16：00ほか

㈱ 山 芳 工 務 店 電気設備施工管理【急募】 ２人 8：00～17：00

㈱ 横 川 建 設

現場管理、配送運転
手、重機オペレーター
見習い【急募】

６人
8：00～17：00

事務員【急募】 ２人

第 一 ホ ー ル 小 国 店　
㈲ コ ン ズ カ ン パ ニ ー ホールスタッフ【急募】 ３人 8：30～16：15ほか

エ フ ワ ン 警 備 保 障 ㈲ 警備幹部候補生、セ
キュリティスタッフ

２人 8：00～17：00ほか

カ イ ン ド ネ ス ㈲
お ぐ に 調 剤 薬 局 医療事務 ２人 8：30～17：30

9：30～18：30

安 部 工 業 ㈱ 一般作業員、型枠大工 ２人 8：00～17：00

大 河 内 産 業 ㈲

ダンプ、重機運転士
ほか

６人
8：00～17：00

一般事務員 ２人

大 幸 T E C ㈱ 医薬品原料製造作業者 １人 8：00～17：30

㈱ ブ ロ ー ド ワ ン ポスティングスタッフ １人 9：00～18：00間の
3時間以上

㈱ ナ ウ エ ル ホールアシスタント ５人 8：30～19：00間の
3時間以上

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

☆
赤
ち
ゃ
ん
広
場
☆

☆
お
ぐ
に
子
ど
も
の
日
ま
つ
り
☆

�　11月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

●11月26日㈫　水道料
● 12月２日㈪
国民健康保険税、後期高齢
者医療保険料、介護保険
料、下水道、簡易水道料、
住宅使用料、保育料等

■問合先
　町民税務課税政管理室へ
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●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●斎場夜間受付（17：00～21：00） ☎023－645－3077
●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/

◇オレたちバブル入行組
◇風の中のマリア
◇がまんしなくていい
◇いつやるか？今でしょ！
◇想像ラジオ
◇いのちの種を未来に
◇爪と目

・ ・ ・休館日・ ・ ・　毎週月曜日・祝日～新着図書～

休日診療所をご存じですか

池 井 戸 　 潤
百 田 　 尚 樹
鎌 田 　 　 實
林 修
いとうせいこう
野 口 　 　 勲
藤 野 　 可 織

排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ

　山形県下水道協会に登録している責任技術者で、
登録有効期限が平成26年１月31日までのかたは、
現在所属している指定工事店所在地の市町村で更
新手続きが必要です。
■必要な手続き　①登録更新申請　②更新講習会
■更新申請期間　11月１日㈮から11月29日㈮
■申込・問合先　地域整備課水道管理室へ

～お休み日も安心してご利用いただけます～

■診 療 日　毎週日曜日・祝日・年末年始
　　　　　　（土曜日は診察していません）
■受付時間　8：30～11：30　13：00～16：30
　　　　　　※急患は昼休みも受け付けます。
■診療時間　9：00～17：00
■診 療 科　
内科・小児科・外科
■そ の 他　
受診の際は、必ず保険
証をご持参ください。
■問 合 先　
長井西置賜休日診療所
長井市ままの上７番10号
長井市保健センター内
（☎８４－５７９９）へ

相　談
▽年金相談
■日　時　11月20日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　
　町民税務課住民窓口担当へ
▽人権相談
■日　時　11月20日㈬
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ
▽消費者相談会
■日　時　11月23日㈯
　　　　　10：00～15：00
■場　所　役場雇用相談室
■対応者　司法書士　舟山健蔵氏
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ
▽行政相談
■日　時　11月９日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　役場雇用相談室
■対応者　行政相談委員　齋藤恒助氏
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ
▽弁護士無料法律相談
■日　時　12月６日㈮
　　　　　10：00～15：00
■場　所　総合センター
■対応者　町顧問弁護士
■申　込　11月29日㈮まで
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ

山 形 県 最 低 賃 金
１時間　６６５円

　平成25年10月24日から、この最
低賃金は、県内で働くすべての労働
者に適用されます。
■問合先　山形労働局労働基準部賃金室
　　　　　（☎０２３－６２４－８２２４）へ
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●小国町役場 ☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室 ☎62－2112　●政策企画室・地域振興室 ☎62－2264
●国 保 医 療 担 当 ☎62－2261　●税政管理室 ☎62－2403　●住民窓口担当・町民生活担当 ☎62－2260
●農林振興室 ☎62－2408　●商工観光室 ☎62－2416　●会　計　室 ☎62－2406
●建設技術室 ☎62－2432　●議会事務局 ☎62－2448　●建設管理室・水道管理室 ☎62－2431

入札結果情報（平成25年９月21日～10月20日実施）
入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

H25.9.26 平成24年度繰越都市再生整備事業町道緑町２号線他
１路線側溝整備工事 緑町 H25.12.20 9,713,000 安部工業㈱ 9,500,000

H25.9.26 平成24年度繰越社会資本整備総合交付金事業町道擁
壁点検業務委託 朝篠 H25.11.15 1,217,000 ㈱CPC

山形事務所 1,050,000

H25.9.26 平成24年度繰越都市再生整備事業町道小坂町７号線
他２路線側溝整備工事 小国小坂町 H25.12.20 21,746,000 玉川開発㈱ 21,000,000

H25.9.27 平成24年度移動通信用鉄塔施設整備事業下大石沢地
区鉄塔建設工事 大石沢 H25.12.20 9,841,000 日本コムシス

㈱東北支店 9,700,000

H25.10.8 平成25年度社会資本整備総合交付金事業町道松岡黒
沢峠線地質調査業務委託 黒沢 H25.11.5 2,344,000 新和設計㈱ 2,200,000

H25.10.9 平成25年度今市地区耐震性貯水槽40㎥型整備工事 今市 H25.12.10 6,176,000 大和建設運輸㈱ 6,100,000
H25.10.9 平成25年度国民宿舎飯豊梅花皮荘喫煙所設置工事 小玉川 H25.11.29 1,600,000 伊藤建築 1,480,000

H25.10.10 平成25年度小国町水道事業新水源関連施設基本設計
業務委託 針生地内他 H26.2.28 5,224,000 新日本設計㈱

山形営業所 4,600,000

H25.10.11 平成25年度都市再生整備事業町道小坂町朝篠線鋼製溝蓋掛替工事 小国小坂町 H25.12.20 3,004,000 斎藤建設㈱ 2,900,000

H25.10.11 平成24年度繰越都市再生整備事業町道緑町６号線他
１路線道路改良工事 緑町 H25.12.27 26,692,000 ㈱髙橋工務店 26,500,000

H25.10.11 平成25年度都市再生整備事業町道幸町１号線他９路
線路線測量業務委託 幸町 H25.12.13 6,918,000 ㈲小国測量

設計事務所 6,900,000

H25.10.11 平成25年度小国町公共下水道事業事業計画変更設計
業務委託

岩井沢地
内他 H26.3.14 7,996,000 日本水工設計

㈱山形事務所 4,800,000

H25.10.17 平成25年度社会資本整備総合交付金事業町道松岡黒
沢峠線道路改良工事 松岡 H26.3.25 35,019,000 山和建設㈱ 35,000,000

H25.10.17 平成25年度小国町公共下水道事業管渠実施設計業務委託 田沢頭 H26.3.14 10,892,000 新和設計㈱ 10,800,000
H25.10.17 平成25年度町営住宅補修事業あけぼの団地外部木部塗装工事 あけぼの H25.11.29 ― ― 入札不調

単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

置賜地域道路整備促進大会

西勤労者住宅附帯駐車場をお貸しします財務行政懇話会を開催します
　町内の事業所にお勤めのかた、又はお勤め予
定のかたに西勤労者住宅附帯駐車場の区画をお
貸しします。
■場　　所　小国町大字西（飯綱橋北側）
■募集区画　45区画（１人１区画）
■使用料金　3,000円【年間】4,000円【半年間】
　（月　額）　5,000円【冬期間（12月から３月）】
■募集期間　11月11日㈪～11月19日㈫
■申　　込　申込書（西勤労者住宅附帯駐車場
　使用許可申請書）を提出してください。
■問 合 先　地域整備課建設管理室へ

　山形財務事務所長が「日本の財政の現
状」についてお話しします。ぜひご参加
ください。
■日　時　11月５日㈫　13：30～15：00
■場　所　アスモ３階多目的ホール
■講　師　山形財務事務所長　佐藤　和久
■問合先　山形財務事務所総務課
　（☎０２３－６４１－５１７７）へ

　国道１１３号や国道２８７号など、未整備区
間の早期事業化のため、整備促進大会を開催し
ます。
■日　時　11月15日㈮　13：30～15：30
■場　所　グランドホクヨウ（米沢市）
■主　催　置賜総合開発協議会（置賜３市５町）
■内　容　基調講演、報告、意見発表など
■問合先　総務企画課政策企画室へ

河川の支障木を利用しませんか
　山形県では、河川管理上支障となる樹
木の伐採協力者を募集します。県が指定
する条件悪地での伐採、利用については、
経費の一部を補助します。
■対 象 者　自ら支障木を伐採、利用す
　るかた（団体、企業等を含む）
■対象河川　荒川（小国町松崎地内）、　
　置賜野川（長井市寺泉、平山地内）
■申込期限　11月８日㈮
■問 合 先　置賜総合支庁西置賜河川砂防
　課ダム管理担当（☎８８－８２４６）へ
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人口のうごき
人口 男・・・4,165人 （－13）
 女・・・4,402人 （－８） 
 計・・・8,567人 （－21） 
世帯数 3,201世帯  （－４） 

平成25年９月30日現在

泉 岡
小 玉 川

洋 平
良 子（

シリーズ⑦『懐かしい風景に思いを馳せて』

山形おぐに会
会長　高橋 吾郎 さん伊佐領出身

～ふるさとへの想い～

９月に山形市で開催された山形おぐに会の集い
（写真下段左から４人目）
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　小国町を離れ55年、銀行やスキー場管理、ホ
テルマンを経験しながら、山形に住んで32年に
なります。山形では、大活躍しておられる小国出
身者で、22年前に「山形おぐに会」を結成しまし
た。皆さんが小国に誇りをもち、毎年会員同志と
親睦交流の集いを重ねています。
　故郷の懐かしい風景は、心の宝物であり、走馬
灯のように甦ってまいります。また、度々お客様
を案内してワラビ園に行くなど、ふるさと訪問を
繰り返しています。温身平では、ブナの森が２本
ずつ寄り添って、風雪に枝と枝が支え合って300
年も400年も成長し、他の動植物とも共生の関係
を保っています。我々もこのように、雄大な大自
然に育まれた小国魂で、本間利雄名誉会長を先頭
に、応援団となって小国町を支援してまいります。
少子高齢化、過疎化が進み、大変な時代ですが、
皆さん力を合わせこの困難を乗り切り、ご繁栄さ
れますようお祈りいたします。

編集後記

誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。


